
16 留 学 生 
  

[Ⅰ-16-1 表]                主  要  指  標  の  推  移 

総      数 大      学 大  学  院 短 期 大 学

対 前 年 対 前 年 対 前 年 対 前 年
増 減 率 増 減 率 増 減 率 増 減 率

人 ％

平成 14 5,497 23.3 3,668 33.6 1,550 4.7 279 20.3

15 6,264 14.0 4,290 17.0 1,695 9.4 279 -

16 6,647 6.1 4,730 10.3 1,716 1.2 201 △28.0

17 7,077 6.5 4,922 4.1 1,998 16.4 157 △21.9

18 7,128 0.7 5,028 2.2 1,985 △0.7 115 △26.8

526 △5.2 119 △2.5 407 △6.0 - -

6,602 1.2 4,909 2.3 1,578 0.8 115 △26.8

3,491 △0.3 2,487 2.4 954 △5.9 50 △16.7

3,637 1.7 2,541 1.9 1,031 4.8 65 △33.0女

年度

私 費

男

国 費

 

（１）留学生数 

ア  留学生数は 7,128 人で、前年度より 51 人(対前年度 0.7％）増加している。 

[Ⅰ-16-1 表]

イ  留学生の内訳は、大学 5,028 人(構成比 70.5％）、大学院 1,985 人(同 27.8％）、短期大

学 115 人(同 1.6％）である。 

[Ⅰ-16-1 表]

ウ  費用別では、国費留学生 526 人(構成比 7.4％）、私費留学生 6,602 人(同 92.6％）であ

る。 

[Ⅰ-16-1 表]

エ  男女別では、男子 3,491 人(構成比 49.0％）、女子 3,637 人(同 51.0％）である。 

[Ⅰ-16-1 表]

  

（２）国籍別留学生数 

ア  国籍別では、中国 5,159 人(構成比 72.4％）、韓国・朝鮮 699 人(同 9.8％）、ｱﾒﾘｶ合衆国

282 人(同 4.0％）の順に多い。 

[Ⅰ-16-2 表・統計表 82・Ⅰ-16-1 図]

イ  地域別では、東南アジア地域 6,280 人(構成比 88.1％）、北米地域 320 人(同 4.5％）、西

ヨーロッパ地域 165 人(同 2.3％）の順に多い。 

[統計表 82]

  

 

 

 

 

 

 

 



 

[Ⅰ-16-2 表]              国 籍 別 留 学 生 数 

対前年 対前年 対前年 対前年 対前年 対前年 対前年

増減数 増減数 増減数 増減数 増減数 増減数 増減数

人

平成 14 5,497 1,039 3,791 952 713 37 183 38 108 - 57 4 645 8

15 6,264 767 4,532 741 713 - 191 8 117 9 60 3 651 6

16 6,647 383 4,898 366 690 △23 207 16 112 △5 73 13 667 16

17 7,077 430 5,203 305 703 13 234 27 89 △23 91 18 757 90

18 7,128 51 5,159 △44 699 △4 282 48 96 7 98 7 794 37

ｱﾒﾘｶ合衆国 タ   イ ベトナム その他

年度

総   数 中   国 韓国・朝鮮

  

 

 

[Ⅰ-16-1 図]                国 籍 別 留 学 生 数 の割 合 
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（３）専攻分野別留学生数 

ア  専攻分野別では、社会科学関係 3,405 人(構成比 47.8％）、人文科学関係 1,983 人(同

27.8％）、工学関係 817 人(同 11.5％）の順に多い。                。

[Ⅰ-16-3 表・統計表 83・Ⅰ-16-2 図]

イ  前年度と比較すると、人文科学関係 104 人(対前年度 5.5％）、教育関係 41 人(同

41.8％）、社会科学関係 20 人(同 0.6％）の順に増加している。           。

[Ⅰ-16-3 表・統計表 83]

  

 



[Ⅰ-16-3 表]               専 攻 分 野 別 留 学 生 数 

総   数 社会科学 人文科学 工   学 医・歯学 教   育 その他

対 前 年 対 前 年 対 前 年 対 前年 対 前 年 対 前 年 対 前年
増 減 数 増 減 数 増 減 数 増 減数 増 減 数 増 減 数 増 減数

人

平成 14 5,497 1,039 2,477 844 1,573 216 664 40 161 △6 181 32 441 △87

15 6,264 767 2,755 278 1,705 132 751 87 150 △11 205 24 698 257

16 6,647 383 3,210 455 1,740 35 778 27 161 11 169 △36 589 △109

17 7,077 430 3,385 175 1,879 139 818 40 136 △25 98 △71 761 172

18 7,128 51 3,405 20 1,983 104 817 △1 121 △15 139 41 663 △98

  

 

 

[Ⅰ-16-2 図]             専 攻 分 野 別 留 学 生 数 の割 合 
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